
る
事
実
か
ら
も
肯
定
し
得
る
と
思
う
。

（
国
立
療
養
所
松
丘
保
養
園
）

長
崎
大
学
図
書
館
医
学
部
分
館
蔵
の
『
紅
夷
外
科
宗
伝
』
（
宝
永
三

年
一
七
○
六
）
は
、
来
日
し
た
蘭
医
司
筥
の
日
国
民
日
目
か
ら
一
六

四
九
年
刊
胃
匡
層
閏
版
の
パ
レ
外
科
全
集
己
⑦
。
匿
叶
員
唱
の
の
ａ
の

ｏ
Ｒ
３
ぐ
画
口
農
①
片
言
且
肉
①
ロ
ぐ
“
ロ
冒
壗
．
吟
目
胃
。
回
巨
の
思
忌
を

譲
ら
れ
た
楢
林
鎮
山
が
、
そ
れ
を
原
典
と
し
て
編
訳
し
、
中
国
の

『
外
科
正
宗
』
に
な
ら
い
成
稿
し
た
と
さ
れ
て
い
た
。
極
似
し
た
著

作
と
し
て
、
西
玄
哲
の
『
金
瘡
畉
撲
療
治
之
害
』
享
保
二
○
年
一
七

三
五
（
京
大
蔵
）
、
『
和
蘭
外
科
宗
伝
』
正
徳
四
年
一
七
一
四
（
国
会
図

書
館
蔵
）
、
『
南
蛮
外
科
手
術
図
巻
』
寛
政
二
年
一
七
九
○
（
神
戸
市
立

南
蛮
美
術
館
蔵
）
、
『
紅
夷
外
科
宗
伝
』
年
代
不
詳
・
旧
嵐
山
家
本
（
杏

雨
書
屋
蔵
）
、
『
金
瘡
跣
撲
療
治
之
図
』
年
代
不
詳
（
伊
良
子
光
孝
氏

47

『
紅
夷
外
科
宗
伝
』
図
版
成
立
へ
の
ス
ク

ル
テ
タ
ス
命
。
号
の
目
の
）
の
外
科
書
法
門
目
寧

日
①
貝
閏
旨
日
旦
旨
昌
哩
２
日
の
影
響

甫
東
宏

て
、
イ
６
ｒ
Ｉ
』
ん
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蔵
）
、
『
金
創
秘
授
外
科
訓
蒙
図
彙
』
明
和
六
年
一
七
六
九
刊
が
知
ら

れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
挿
図
を
バ
レ
外
科
全
集
（
フ
ラ
ン
ス
語
版
、
オ
ラ
ン
ダ
語

版
、
英
語
版
）
に
よ
っ
て
比
較
し
て
染
る
と
、
パ
レ
外
科
全
集
か
ら

引
用
さ
れ
た
図
の
他
に
、
全
く
該
当
し
な
い
外
科
器
具
図
、
治
療
図

が
多
く
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
関
場
不
二
彦
、
岩
熊
哲
、
酒
井
シ

ヅ
、
大
村
敏
郎
氏
及
び
演
者
も
指
摘
し
て
い
た
が
、
確
実
な
医
史
学

的
立
証
が
行
わ
れ
ず
、
推
定
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
「
紅
夷
外
科
宗

伝
の
成
立
に
関
す
る
研
究
」
を
行
う
に
あ
た
り
、
前
記
各
害
の
挿
図

「
金
瘡
跣
撲
療
治
図
」
九
二
図
に
つ
い
て
の
原
典
追
求
を
行
っ
た
。

．
〈
し
外
科
全
集
か
ら
引
用
さ
れ
た
と
証
明
で
き
る
の
は
九
二
図
の
う

ち
三
三
図
（
三
五
・
九
％
）
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
五
九
図
に
つ
い
て

入
手
し
得
る
限
り
の
十
六
・
十
七
・
十
八
世
紀
出
版
の
西
洋
外
科
書

の
挿
図
と
比
較
検
討
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
五
九
図
中
三
七
図
（
六
二
・
七
％
）
即
ち
全
九
二
図
で

は
四
○
・
二
％
が
ド
イ
ツ
の
白
目
の
外
科
医
旨
四
目
ロ
①
の
砕
巳
房
目
い
）

］
○
冨
邑
国
粋
官
房
め
（
一
五
九
五
’
二
ハ
四
五
）
の
著
書
『
外
科
の
兵

器
庫
少
尉
日
四
日
①
昌
胃
白
日
・
匡
昌
侭
旨
匡
日
』
に
由
来
す
る
こ
と
が
証

明
で
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
引
用
は
一
六
五
六
年
困
四
侭
刊
の
ラ
テ
ン

語
、
一
六
五
七
年
シ
日
の
蔚
匙
四
日
刊
の
オ
ラ
ン
ダ
語
版
冨
侭
農
旨
］

○
扉
の
弓
息
①
ロ
冒
涜
及
び
同
年
ロ
○
ａ
馬
。
言
刊
の
同
書
か
あ
る
い

は
一
六
七
一
年
シ
目
鴛
①
ａ
“
冒
刊
オ
ラ
ン
ダ
語
増
補
版
国
璽
葛
塵
‐

胃
目
古
巨
湧
号
時
号
胃
巨
侭
討
（
甘
邑
二
旨
呼
宮
．
ぐ
Ｅ
〕
巨
冒
瞬
言
の
①
』
．
〔
一
の
増
補
）

か
国
輿
昌
①
巨
言
①
急
§
①
旨
‐
冒
涜
号
禺
の
一
局
目
唱
の
（
〃
増
補
版
）
の
何

れ
か
か
ら
引
用
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
増
補
版
か
ら
の
引
用
図
が

七
図
（
七
・
六
％
）
あ
る
の
で
、
呼
巨
胃
日
い
の
外
科
害
か
ら
の
引
用

は
計
四
四
図
（
四
七
・
八
％
）
と
な
る
。

二
つ
の
増
補
版
の
何
れ
か
か
ら
の
引
用
の
可
能
性
が
高
い
。
。
〈
し

外
科
全
集
か
ら
の
引
用
率
三
三
図
（
三
五
・
九
％
）
を
上
回
っ
て
い

る
。
し
か
し
全
て
が
牌
匡
言
冨
印
外
科
言
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
な

く
、
古
い
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
時
代
の
伝
統
を
引
く
治
療
法
の
挿
図

化
も
あ
り
、
⑦
昌
昌
○
⑦
口
昌
（
量
〔
一
匡
如
く
昌
扁
）
の
○
ご
崗
巨
侭
冒
）
か

⑦
国
①
８
旨
Ｆ
胃
冒
巨
冒
８
口
巨
⑦
厨
の
一
五
四
四
か
ら
も
影
響
、
引
用

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
砕
昌
の
尉
冨
、
の
外
科
害
が
我
が
国
に
輸
入

さ
れ
た
記
録
は
、
パ
レ
外
科
全
集
の
よ
う
に
明
確
で
は
な
い
。
現
在

ま
で
の
調
査
で
は
、
一
六
七
一
年
少
目
駕
閏
目
日
刊
の
オ
ラ
ン
ダ
語

版
砕
昌
の
目
印
の
外
科
書
の
存
在
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
楢
林
鎮
山
ら
が
砕
巳
蔚
冨
の
の
原
書
か
ら
図
版
を
転
写
し
た
こ
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と
は
確
か
で
あ
る
が
、
そ
の
経
緯
は
明
ら
か
で
な
い
。
『
紅
夷
外
科

宗
伝
』
等
の
金
瘡
跣
撲
療
治
図
九
二
図
の
う
ち
、
パ
レ
外
科
全
集
、

ス
ク
ル
テ
タ
ス
外
科
害
に
由
来
す
る
計
七
七
図
（
八
三
・
七
％
）
に
つ

い
て
は
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
残
る
一
五
図
（
ニ
ハ
・
三
％
）
は
そ
の

引
用
原
典
が
依
然
不
明
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
頭
部
開
皮
図
は

辱
一
匡
○
尉
印
①
昌
（
９
三
。
○
烏
の
⑦
日
。
）
の
目
号
巨
毎
画
目
貰
○
皀
言
画
①
一

六
二
七
年
刊
所
載
の
図
に
よ
く
似
て
は
い
る
が
確
実
な
証
拠
で
は
な

立
に
寄
与
し
た
の
で
あ
る
。

lｨ、
○

疑
問
は
持
た
れ
な
が
ら
も
『
紅
夷
外
科
宗
伝
』
等
の
挿
図
の
由
来

は
、
．
〈
し
外
科
全
集
か
ら
の
引
用
の
み
が
強
調
さ
れ
て
き
た
が
、
も

う
一
つ
の
大
き
な
ル
ー
ツ
が
ド
イ
ツ
の
外
科
医
ス
ク
ル
テ
タ
ス

命
。
島
の
言
い
）
の
『
外
科
の
兵
器
庫
少
壗
目
四
目
①
貝
冑
冒
日
・
匡
蹄
目
唱
‐

ｏ
ロ
日
」
に
あ
っ
た
こ
と
を
立
証
し
た
。
引
用
原
典
不
明
の
残
り
一
五

図
に
つ
い
て
は
今
後
も
追
求
の
必
要
が
あ
る
。

『
紅
夷
外
科
宗
伝
』
等
の
編
訳
椛
成
に
あ
た
っ
て
は
、
オ
ラ
ン
ダ

呼
号
①
首
、
の
外
科
害
シ
境
目
趣
旨
①
昌
冑
旨
日
ｏ
宮
吋
員
噌
の
巨
日
は
．
〈

し
外
科
全
集
以
上
に
図
解
を
主
と
し
た
外
科
書
で
あ
り
、
図
版
に
よ

っ
て
理
解
し
易
い
形
で
取
り
入
れ
ら
れ
、
『
紅
夷
外
科
宗
伝
』
の
成

と
の
通
商
交
流
を
通
じ
、
＄
オ
ラ
ン
ダ
語
版
の
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
系

外
科
を
代
表
す
る
外
科
害
が
参
考
に
さ
れ
、
そ
の
図
版
が
豊
富
に
引

用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー
↓
、
の
伝
統

を
引
く
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
以
後
の
新
し
い
ヨ
ー
ロ
ッ
．
〈
の
外
科
治
療
法

が
図
解
の
形
で
混
然
と
で
は
あ
る
が
受
容
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
新
潟
大
学
）
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